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本研究の目的は、 視覚障害のある幼児 ・児童 ・生徒の発達段階に応じた防災に関する行動と、 各教科等における防災教
育に関する指導内容の関連を図り、防災教育の系統性を整理して示すことである。 そのために、特別支援学校 (視覚障害) 
の幼稚部から高等部に在籍する、 単一障害及び重複障害の幼児 ・ 児童 ・ 生徒を想定して、 防災に関する行動を発達段階順
に示す 「防災に関する項目別行動要素一覧」 と各教科等における防災教育に関する指導内容を示す 「防災教育の学部段階
別指導内容一覧」 を作成した。 また、 各一覧を対応させることによって、 発達段階と教育課程との整合性を図り、 防災教
育に係る系統性を検討した。 発達段階と各教科の系統性に応じた防災教育の体系を整理して示したが、 防災教育そのもの
の系統性と、 体系的に行う必要がある学校教育での防災教育には直ll齬が生じる可能性が示唆された。 そして、 このことが
学校における防災教育の発展を妨げる一 因であると考察された。 
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1 . 研究の背景と本研究の目的
近年来、 我が国は大規模な震災に見舞われてきた。 ま
た、台風、 記録的な豪雨による水害や土砂災害、 火山の
噴火や降灰による被害、 豪雪による被害など、 毎年様々
な災害が発生している。 このように多発する災害を生き
抜く ためには、 災害等に対する知識や対処能力を子供の
頃から身に付けておく ことが、 この国に居住し、 生活し
ていく上での必須の条件であり、 児童 ・ 生徒等を対象と
した学校における防災教育は不可欠のものと されている
( 中央防災会議, 2003)。
ところで、 通常、 生きていく ために必要な情報の80% 
以上は、 視覚を通して入手していると言われている (情
報機器編集委員会, 1972)。 視覚障害により、 情報入手
の手段が限定されていることは、 災害時の行動 ・ 心理に
大きな影響を及ぼすものと推察される。 日本盲人福祉委
員会 (2013) によると、 東日本大震災による視覚障害者
の犠牲者はほぼ110名と推定されている。 この数は犠牲
者総数18,550名の約0.6% となり、 視覚障害者の対人口比
0.3% の約 2 倍に相当する。 また、 停電になった地域に
住む視覚障害者の多くは災害の状況をつかめず、 避難の
情報を入手できなかった (中村, 2016) という報告や視
覚障害のある子どもは状況判断ができず、 極度の不安状
態に陥り、 体が硬直して一人では動けなかった(安田, 
2016) というケースが報告されている。 視覚障害者は、
室内 ・ 室外、 避難経路など、 あらゆる周囲環境が激変す
る災害時に想像を超えた厳しい状況に追い込まれる。 そ
のため、 特別支援学校 (視覚障害) における防災教育で
は、 防災に関する基本的事項に加え、 適切な行動や避難
するための援助依頼、 情報の入手方法等についても指導
する必要がある。 これらの内容については、 障害の状態
や発達段階、 経験の程度等によって、 多岐にわたること
が予想される。
学校教育においては、 学習指導要領等を基準とした教
育課程等が編成されている。 現行学習指導要領 (2008年、
2009年改訂) では、 改訂のポイ ントとして、 「安全に関
する学習の充実」 「安全教育の充実」 が掲げられ、 防災
教育に関する内容についても増加がみられた。 また、 新
学習指導要領 (2017年公示) における改定のポイントと
して 「防災・ 安全教育などの充実」 「自然災害に関する
内容」 などが挙げられている。 ところで、 学習指導要領
は、 昭和33年 (1958年) の改訂によって、学問としての
系統性を重視する 「系統主義」 へと方針が変化している。 
ここで、 防災を学問の側面から捉えてみると、 防災には
広範囲の分野を含んだ総合性が窺える。 学習指導要領に
おける各教科の系統性に基づいた単元構成は、 防災の総
合性と合致しないことが予想され、 そこに学校における
防災教育の系統性に関する課題が生じていると考えられ
る。
学校における防災教育は、 各学校において作成された
教育課程に則って行う必要がある。 また、 障害の状態や
発達段階等を踏まえた防災教育を適切な指導計画の下に
行うためには、系統性に基づいた体系を示すことが必要
である。 本研究では、 視覚障害のある幼児 ・ 児童 ・ 生徒
の発達段階に応じた防災に関する行動と、 各教科等にお
ける防災教育に関する指導内容の関連を図り、 防災教育
の系統性を整理して示すことを目的とする。 そのために、
特別支援学校 (視覚障害) の幼稚部から高等部に在籍す
る、単一障害及び重複障害の幼児 ・ 児童・ 生徒を想定し
て、 防災に関する行動を発達段階順に示す 「防災に関す
る項目別行動要素一覧」 (以下、 行動要素一覧) を作成
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する。 また、 学習指導要領等に示されている各教科等の
指導内容から防災教育に関する内容を抜粋し、学部段階
ごとに再配列を行い、 「防災教育の学部段階別指導内容
一覧」 (以下、指導内容一覧) に整理する。 
11. 「防災に関する項目別行動要素一覧」 について
「行動要素一覧」 は、 防災に関する知識や技能を身に
付けるために必要な行動を項目別、 発達段階順に示すも
のである。 以下5 つの手続きにより、 作成を行った。
手続き①行動要素の選定
手続き②発達段階の区分設定
手続き③行動要素の分類
手続き④行動要素一覧(試案) の作成
手続き⑤行動要素の配列に関する検証
なお、「行動要素一覧」 作成手続きをFig. 1に示す。 
手続き①行動要素の選定
手続き 動要素の分
ループワークによる分類作業
類似する行動要素のカテゴリー分類
カテゴリー内の細分化
カテゴリー名の付与
カテゴリー内の行動要素を5段
手続き
項目の設
動要素一 覧(試案) の作成
2グループの
列
を図り、 項目を設
行動要素の配列 : 項目に行動要素を分類
各項日の行動要素を5段
手続き 動要素の配列に関する検証
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各資料から、「(災害種等) の時、 (すべき行動) をす
る」 など、 防災に関する具体的な行動の記述であること
を選定基準として、 計156の行動要素を筆者が選定した。
行動要素の選定に使用した資料をTable t に示す。 
Table 1 行動要素の選定に関する使用資料
学校における防災教育の手びき
新潟県防災教育プログラム
学校における防災教育の手引
高知県安全教育プログラム
幼稚園・ 保育園のための
防災ハン ドブック
子どもと一緒に防災の本
視覚障害者のための防災・ 避難
マニユアル一報告書一
みんなで知つ得[助かる] [助ける] 
視覚障害者のための防災・ 避難
マニュアル
視覚障害者の理解及び災害に関す
る知識のための参考資料
秋田県教育委員会
(2013)
新潟県教育委員会
(2014)
長野県教育委員会
(2013)
高知県教育委員会
(2013)
社団法人土木学会
(2006)
坂本廣子 (2013) 
社会福祉法人日本
盲人会連合 (2012) 
社会福祉法人日本
盲人社会福祉施設
協議会 (2012) 
社会福祉法人日本
盲人福祉委員会
(2012) 
分かりやすい 「自立活動」 領域の
捉え方と実践 香川邦生 (2015) 
に配列
2 . 発達段階
手続き①で選定した 「行動要素」 を発達段階に応じて
配列するため、 香川(2015) が作成した5段階の発達段
階 (Table 2) を用いることとした。 香川は、 自立活動
における行動要素を配列するために、 この発達段階を用
いた。
Table 2 5段階の発達段階
< 
視 障害児教 の視点による検証 
各項目の行動要素分類について 
5段階の配列について
覚障 児に適さない内容の有無
「防災に関する項目別行動要素一覧」
Fig. 1 「行動要素一覧」 作成手続き
1 . 使用資料
以下 4 つの観点から使用資料の検索を行った。
・ 防災教育の指導内容を発達段階別に示している
・ 幼稚園・ 保育所等での防災教育について示している
・ 視覚障害者の防災対策や避難について示している
・ 視覚障害児の移動指導について発達段階別に示して
いる
なお、 防災教育を発達段階別に示している資料の検索
にあたっては、文部科学省x学校安全 「都道府県・ 政令
市教育委員会作成資料一 覧」 (https://anzenkyouiku.mext 
go jp/todoufuken/index.html) を使用した。 
0歳から3歳程度第1段階 模倣による感覚運動的行動を行う
一 ル 4歳から6歳ごろ2段階 表象や概念を行動の枠組みと して使用
_ 7歳から9歳ごろ3段階 直感的な認知から分析的な認知へと移行
10歳から14歳ごろ
第4段階 具体的な行動の枠組みを抽象化・ 一般化
抽象的な思考ができる
15歳以降
第5段階 主体的行動が完成し、 調和の取れた行動が自
然に行われる
出典 : 分かりやすい 「自立活動」 領域の提え方と
実践 (香川邦生, 2015) 
3 . 行動要素一覧における区分と項目
2 つのグループにおいて、 手続き③による行動要素の
分類を行った。 なお、 グループは以下の通り編成した。
a : 特別支援学校の現職教員である大学院生4 名
b : 防災教育に関連する研究を行っている大学院生、
若しくは、 防災に関する分掌業務経験のある現職
教員である大学院生4 名
各グループによる分類結果を基に、 分類や発達段階の
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一致率及びカテゴリー名の妥当性を検証し、4 区分と7 
項日に分けることができた(Table 3)。 防災に関する7 
項目と5 段階の発達段階に156 の行動要素を筆者が配列
し、「行動要素一覧(試案)」 を作成した。 その後、特別
支援学校 (視覚障害) の教員 3 名と視覚障害児教育の視
点から検証を行い、「行動要素一覧」 を作成した。 
Table 3 行動要素一覧における区分及び項目
1 . 使用資料
指導内容の選定に使用した資料をTable 4 に示す。 
Table 4 指導内容の選定に関する使用資料
幼稚園教 要領
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文部科学省 (2017a) 
小学校学習指導要領 文部科学省 (2017b) 
中学校学習指導要領 文部科学省 (2017c) 
高等学校学習指導要領 文部科学省 (2009a) 
特別支援学校小学部・ 中学部学習 立 、 ..文部科子省 (2017d)指導要領
特別支援学校高等部学習指導要領 文部科学省 (2oo9b) 区分 項目
知識に関する区分
身を守る行動に関する区分
災害への対応に関する区分
生活に関する区分
A 危険に関する知識
B 安全対策のための知識
c 避難行動
D 災害時の行動
E 備え
F 情報の収集・ 活用
G援助依頼・ 避難後の生活
4 . 「防災に関する項目別行動要素一覧」 の使い方
「行動要素一覧」 は、 防災に関する知識や技能を身に
付けるために必要な行動を、 発達段階順に示したもので
ある。 様々な活用が想定できるが、 エクセルデー 夕を用
いた活用方法の一例を以下に示す。
① 「行動要素一覧」 で示した行動要素は、 必ずしも、
すべての幼児 ・ 児童 ・ 生徒に必要な要素ではない。
必要でないと判断される行動要素については、 そ
のセルを塗りつぶし、 対象児の行動要素と しては
対象外とする。
② 対象児の行動観察や実態把握に基づいて、 身に付
けることが求められる行動要素をチェ ック( v' ) す
る。 チェ ックされた行動要素を相互に関連付けて、
指導の目標や内容を決定する際の参考とする。
※ チェ ックした行動要素は、 別シートにまとめて表
示される。 その際、「指導内容一覧」 において対応
する指導内容の番号が合わせて表示される。
5 . 考察
「行動要素一覧」 を作成し、防災に関する行動を発達
段階順に示した。 しかし、 学校教育は教育課程に則って
行う必要があるため、「行動要素一覧」 の内容だけを取
り扱う時間の設定は難しい現状がある。 学校において防
災教育を行うためには、 学習指導要領等における防災に
関する指導内容との関連を図る必要があると考えられる。 
m. 「防災教育の学部段階別指導内容一覧」について
「指導内容一覧」 は、学習指導要領等に示されている
防災教育の指導内容を教科・ 領域別、 学部段階順に示す
ものである。 以下3 つの手続きにより、 作成を行った。
①指導内容の選定
②防災教育の目標とねらいの配列
③指導内容の配列
各資料から、 次のいずれかに合致することを選定基準
として、 各教科等における防災教育の指導内容を筆者が
選定した。
・ 「『生きる力』 を育む防災教育の展開 (第 2 章 6 学
習指導要領等における主な防災関連記述) 」 (文部科
学省, 2013) に記載があること。
・ 城下・ 河田(2007) が、防災教育に関する用語とし
て示した 「災害」 「防災」 「地震」 「津波」 「火災」 の
いずれかの語を含むこと。
その結果、 各学部において、 以下の領域。 教科等にお
いて防災教育の指導内容が含まれていた。 各学部の領域 ・ 
教科をTable 5 に示す。
Table 5 各学部の領域・ 教科等
学部 領域・ 教科
幼稚部
小学部
小学部
(知的障害) 
人間関係, 健康, 言葉
道徳, 特別活動, 生活, 社会, 理科, 体育
道徳, 特別活動, 生活, 体育
立 道徳, 特別活動, 社会, 理科, 技術・ 家庭,中子部 保健体育
中学部 道徳, 特別活動, 社会, 理科, 職業・ 家庭, 
(知的障害) 保健体育
高等部 特別活動, 社会, 理科, 家庭, 保健体育
高等部 道徳, 特別活動, 社会, 理科, 家庭,
(知的障害) 保健体育
2 . 防災教育の目標とねらい
文部科学省 (2013) による、「『生きる力』 を育む防災
教育の展開」 では、 校種ごとに防災教育の目標が示され
ている。 また、 防災教育のねらいについては、3 つの項
目 「ア 知識、 思考・ 判断」 「イ 危険予測・ 主体的な行
動」 「ウ 社会貢献・ 支援者の基盤」 ごとに示されている。 
「指導内容一覧」 の作成においては、 ここで示されてい
る校種ごとの目標とねらいを用いることと した。
3 . 指導内容の配列
防災教育に関する指導内容を、 教科・ 領域ごと、 各学
部の年齢及び学年順に配列を行った。 なお、 特別支援学
校 (知的障害) における指導内容については、 教科ごと、
各学部の段階順に配列を行った。
4 . 「防災教育の学部段階別指導内容一覧」 の使い方
「指導内容一覧」 は、 防災教育に関する指導内容を、
教科・ 領域ごと、 各学部の年齢及び学年順に配列したも
のである。 以下の手順によって防災教育に関する指導計
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画を作成することによって、 教育課程への位置付けを明
確にした防災教育が展開できるものと思われる。
① 指導計画を作成する対象学部の年齢及び学年、 あ
るいは対象学部の段階における各教科等の指導内
容にチェ ック( v' ) し、 該当する指導内容を抽出す
る。
② 避難訓練等の学校行事と各教科等における指導内
容の関連、 各教科等間における指導内容の関連を
検討する。
③ ②において検討した結果をもとに、 各教科等の指
導時期、 配当時間数などを指導計画に明示する。 
5 . 考察
「指導内容一覧」 を作成し、学習指導要領等に示され
ている防災教育に関する指導内容を、 教科・ 領域ごと、
各学部の年齢 ・ 学部及び段階順に整理して示した。 これ
により、該当年齢・ 学年及び段階の指導内容を包括的に
把握することが可能となる。 しかし、 防災教育そのもの
を体系的に示しているわけではない。 そのため、 内容に
関して十分に取り扱うことができたとしても、防災教育
の系統的な指導には直結しないことが示唆された。 
IV. 「行動要素一覧」 と 「指導内容一覧」 の関連
1 . 目的
学校教育における防災教育は、 発達段階を踏まえると
ともに、 教育課程に沿って系統的に行われる必要がある。 
そこで、 防災に関する行動と各学年 ・ 段階ごとの各教科
等における指導内容を対応させ、 発達段階と教育課程と
の整合性について検討することを目的とする。
2 . 方法
各一覧の対応に際し、「行動要素」 及び 「指導内容」
には、 それぞれ固有の番号を付記した。 その上で、 以下
の観点により関連性を検討した。
・ 教育要領及び学習指導要領の 「内容の取扱い」 にお
いて、「指導内容」 と具体的な行動(「行動要素」 に
該当) の関連が示されていること。
・ 「指導内容」 を学習することによって、「行動要素」
を身に付けることができると考えられること。
3 . 結果
検討結果に基づき、対応する 「行動要素」 及び 「指導
内容」 を各一覧に示した。 但し、 関連の見られなかった
ものは、 空欄とした。 自立活動、 総合的な学習の時間の
指導内容と関連が見られる場合は、「( 自活等) 」 「(総合
等) 」 と記し、 避難訓練や特別活動全般に関連が見られ
る場合は、「(訓練等)」 「(特活等)」 と記した。
「行動要素一覧」 の内容をTable 6-1~ 7 に示す。 な
お、 表中における指導内容・ 指導内容(知的障害) 欄の
表記は、 以下の通りとする。 
学部 : 幼稚部=幼、小学部=小、中学部= 中、
高等部= 高
年齢 : 3 歳児~ 5 歳児= 3 ~ 5
学年 : 1 学年~ 6 学年= 1 ~ 6 
Table 6-1 防災に関する項目別行動要素一覧
知識に関する区分
A 危険に関する知識 指導内容 指導内容 (知的障害) 
1段階 
2段階 火災の際に、火 ・ 熱・ 煙に注意す る必要があるこ と を知る *小避d 小1 生a 
揺れによって室内の物が倒れたり 
落ちたりすること を知る 
*小避d 
*中3避a 小2生b 
揺れによって、 ガラス破損の恐れ 
があること を知る *中3避a 小2生b 
雪の上を歩き、 雪質の違いを体感 
する 
小1 ・2体a 
小3 ・4体a 
小1体c 
小2体b 
中1 保a 
3段階 揺れによる室内状況の変化を想定 する *中3避a 
中1家b 
中1 家d 
揺れによって、 ブロック塀や建物 
が倒壊する恐れがあること を知る *中2避a 
揺れによって、 電柱が倒れたり、 
電線が切れたりする可能性がある 
こと を知る 
*中2避a 
切れた電線に触ると感電してしま 
うこと を知る 
*中2避a 
中保a *中2避a 
地震の後押し寄せてく る波が 「津 
波」 であること を知る 
*小避g 
中理a 高1 理b 
津波の高さを調べて実感する 中社c 高1 理b 
大きな揺れの後には津波を予想す 
る 
*小避f 
*小避g 高1 理b 
雪の冷たさや重さによる危険性を 
実感する 小3 ・ 4体a 高1 理b 
屋根等の上から落ちてく る雪の危 
険性を知る 中保a 高1 理b 
台風の動き方や被害について知る 小5理b 中理c 
中2理a 
高1 理b 
災害発生時に起こ リ得るけがにつ 
いて考える 
小5 ・ 6体G 
中保a 
中1保c 
中2保c 
4段階 雪による災害の種類と特徴を知る 
中理d 
中理e 
高理c 
高2理b 
雪の性質から、 どのような災害が 
起こるかを考える 
中理d 
中理e 
高理o 
高2理b 
大雨で洪水が発生した時の危険性 
を知る 
小5理a 
中理e 高2理b 
土砂災害の種類と特徴を知る 中理e 高理c 高2理b 
火山が引き起こす災害を知る 
小6理a 
中理b 
中理e 
高理b 
高理c 
高2理b 
震度ごと の状況や発生する被害状 
況を想定する *中1避a 高2理b 
災害の発生時期、 場所による特徴 
を知る 
小5社b 
高社a 高1社d 
二次災害の危険を知る(余震、 火 
災、 津波、 土砂災害等) 中保b 高1 社d 
停電になった場合の危険性を考え 
る (総合等) 
地震による生活インフラ(電気、 
水道等) の被害を知る (総合等) 
5段階 災害時にどのようなスト レスが生 じるかを知る *高避b 
災害時にはネ ッ トワークが寸断さ 
れ、 障害が出る可能性があること 
を知る 
(総合等) 
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知識に関する区分
B 安全対策のための知識 指導内容l (灘基) 
1段階 l 
2段階 火災報知機のベル音や緊急地震速 報の音を知る *幼3避b 
3段階 警報や注意報について知る 小5理b 
安全に避難するための備えを知る 中保b 小3生a 
家具の転倒 ・ 落下防止、 ガラスの 
飛散防止等の重要性を理解する 中家c 
中2家b 
中2家g 
学校内を歩き、 地震発生時の危険 
箇所を探す 小1 ・2生a 
冬の通学路における危険に気付く 小1 ・2生a 中保d 
登下校中の危険箇所に気付く 小1 ・2生a 中保d 
近く の高い場所を知る *小特b 
4段階 津波浸水想定図から、避難の必要 
性を知る 
中社d 
高社b 
場所や状況 (建物内外、 交通機 
関、 エレベーター等) に合った避 
難行動を知る 
中保d 
地震災害の被害を防ぐための備え 
を知る 高理a 中2社c 
防災行政無線の役割を知る 小5社a 高2社o 
災害の発生時期、 場所に応じた身 
の守り方を考える 中保d 
災害時の基本的な応急手当の方法 
について理解する 
中保c 
高保b 
揺れに対する事前の対策や備え、 
津波に対する迅速な避難など適切 
な対応をすれば被害を軽減できる 
ことを理解する 
中保b 
高理a 
高保a 
災害時に危険だと思われる場所 
(ブロック塀等) や避けた方が良い 
橋、 階段などを把握する 
高保a 
地域の地図を見て、 どこへ、 どの 
ように逃げるか考える 
中社d 
高社b 高2社d 
災害時における、避難場所までの 
安全なルートを選択する 高保a 
校区にある高台や避難場所等まで 
の経路を複数把握する 高保a 
雪道での歩きやすさから、避難経 
路を考える 高保a 
5段階 災害時に生じるスト レスを和らげ 
るための方法を知る 高保b 
災害時には意思決定を迫られる場 
面があること を理解し、 事前に対 
応を考えておく 
*高避o 
避難所等までの道順をルートマッ
プに書いて、 問題点等を整理し対 
応策を考える 
高社b l 
身を守る行動に関する区分
C 避難行動 指導内容l (灘書) 
1段階 白宅や教室などよく知つている室 
内を介助者と一緒に歩く (自活等) 
自宅や教室などよく知つている室 
内をスムーズに移動する (自活等) 
2段階 介助者や友人と手をつないで移動 する 小1 . 2体bl 小1体a l 小2体a 
介助者と手をつなぎ、 足元の状況 
を理解しながら安全に移動する 小3 ・4体bl 小2体c 
自宅や学校の部屋から部屋へと 自 
由に移動する (自活等) 
教室から避難場所までの経路を実 
際に歩行する *小避a 
校内の様々な場所から、 避難場所 
までの経路を実際に歩行する *小避a 
地域の高い場所 (津波避難場所)に 
行く 
*小特b 
小5 ・6体a 
中1保a 
中2保a 
中2保b 
高1 保a 
高2保a 
3段階 介助者と共に周囲の状況を理解し ながら安全に移動する 小5 ・6体b 
白杖等を有効に活用し、 周囲の状 
況を理解しながら、介助者と共に 
安全に移動する 
*中特c 
白杖等の基礎的操作法を身に付け 
る (自活等) 
避難場所まで歩き、 避難経路や所 
要時間を知る *小特b 
津波が起こりそうなときはすぐに 
高い場所に逃げる *中避b 
指示を聞いて避難場所に移動する *中避b 
4段階 
介助者と共に、 自分の歩いている 
場所や位置を理解しながら移動す 
る 
*中特c, *高特e 
足元の悪い道でも、 介助者の肘 ・ 
肩・ 背中などにつかまりながら安 
定して移動する 
(自活等) 
教室から避難場所までの経路を地 
図で確認し、 実際に移動する (自活等) 
校内の様々な場所から避難場所ま 
での経路を地図で確認し、 実際に 
移動する 
(自活等) 
近所のよく知つている場所に行く 
ときに、 安全なルートを選択する (自活等) 
白杖の色々な操作法や活用法を身 
に付け安全で能率的な歩行技術を 
体得する 
(自活等) 
よく利用する道路の周囲の状況や 
避難所や公共施設等の場所を理解 
する 
(自活等)l 高1社c 
よく利用する駅やデパートなどの 
構造を理解する (自活等) l 高1社c 
近くの人に介助を依頼し、 一緒に 
移動する (自活等) 
5段階 バリエーションの異なる通学ルー
トを複数利用する (自活等) 
近く の人に尋ねたり援助を依頼し 
たり しながら、 道路の状況に応じ 
た適切なコースを選択して移動す 
る 
(自活等) 
状況に合った白杖の応用的な使い 
方をする (自活等) 
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Table 6-4 防災に関する項目別行動要素一覧 Table 6-5 防災に関する項目別行動要素一覧
身を守る行動に関する区分
D 災害時の行動 指導内容l (灘書) 
1段階 大人に抱っこでしがみつく *幼避a 
大人の背中におんぶでしがみつく *幼避a 小2体a 小3体a 
2段階 火災の際にハンカチを鼻、 口に当 
てる 
幼健a 
*幼4避d 
*幼5避c 
小1 生a 
異変 ( 不快な匂いや音なども含む) 
を感じたら、 近く の大人に伝える 幼言a 
小3生c 
高1 社a 
災害発生時教員の話をしっかり と 
聞く 
*幼4避a 
幼言a * 
防災頭巾やヘルメ ットの着用に慣 
れる (訓練等) 
防災頭巾をかぶって安全に歩行す 
る (訓練等) 
防災頭巾 ・ ヘルメ ットを自分でか 
ぶる (訓練等) 
ライフジヤケツ トの着用に慣れる (訓練等) 
指示に従って頭を抱えて丸く なる 
姿勢をとる 
*幼4避c 
*幼5避a 
*幼5避b 
小1 ・2体a 
小1体c 
小3体a 
指示に従って机の下などの空間に 
入る 
*幼4避c 
*幼5避a 
*幼5避b 
小1 体c 
指示に従って、 教員の近く に集ま 
る 
*幼4避c 
*幼5避a 
*幼5避b 
小1 ・2体a 
小1体c 
緊急地震速報を聞いたら、 頭を抱 
えて丸く なる姿勢をとる 
*幼4避b 
*幼5避b 
*小避e 
小3生b 
揺れを感じたら、 頭を抱えて丸く 
なる姿勢をとる 
*幼5避d 
*小避e 小3生b 
揺れを感 じたら、 机の下などの空 
間に入る 
*幼5避d 
*小避e 小3生b 
持ち物や身近な物(上着、 かば 
ん、絵本など) で頭を守る 
*幼5避d 
*小避e 小3生b 
3段階 災害発生時、 放送の内容をしっか 
りと聞く *小避c 
ライ フジヤケツ トの着用方法を知 
る (訓練等) 
ライフジャケットを自分で着る (訓練等) 
緊急地震速報を聞いたら、 机の下 
などの空間に入る *中避a 
机の下に潜り、 脚を持って、 机が 
動かないようにする *小避d, *中2避a 
棚や窓など物が落ちてきそうな場 
所から離れる *小避d, *中2避a 
屋外では周囲に何もない中央部に 
集まる *小避d, *中2避a 
揺れを感じたら、 倒壊する恐れの 
あるブロ ック塀や建物から離れて 
自分の身を守る 
*中2避a 
学校設置の警報、 テレビ、 ラジ
オ、 携帯電話等の報知音の違いを 
知り、 どの音でも避難行動をとる 
*中1避a 
揺れがおさまってから行動する *中2避a 
4段階 場所や状況に合った落ち着いた避 
難行動をとる *中避b, *高避a 
どのような時間帯・ 場所 ・ 状況に 
おいても、 自ら的確に判断し、 適 
切な避難行動をとる 
*中避b, *高避a 
公共交通機関等に乗車時は急停車 
から身を守り係員の指示に従って 
行動する 
*中避b, *高避a 
5段階 l 
災害への対応に関する区分
E 備え 指導内容l (議盤) 
1段階 
非常時持ち出し袋に安心できるも 
の (好きなおもちややお菓子など) 
を入れる 
(特活等) 
2段階 備蓄品や非常食を食べる *小特b 中2家e 
簡易な食器で備蓄品や非常食を食 
べる *小特b 中2家e 
非日常の体験をする(学校や野外 
での食事や宿泊など) 
*小特b 
* 中特c 
中1 家a 
中2家a 
家族の連絡先 (携帯電話の番号等) 
を覚える *小特a 高1 家a 
3段階 非常持ち出し袋の置き場所を確認 
する *小特a 
備蓄品や非常食の食べ方を知る 
(開封の仕方、 調理方法: 水を注 
いで待つなど) 
*中特o 中2家f 高1 家c 
自宅近く の避難場所を確認する 小3社b 小4社a 
小1 生d 
小2生d 
中1 社c 
自分や家族の避難場所を確認する 小3社b 小4社a 中1社c 
家族が離ればなれになった時の連 
絡の取り方について確認する 中家b 中2家d 
災害用伝言ダイヤルの使い方を疑 
似体験する *小特a 中2家d 
4段階 非常持ち出し袋に入れる必要のあ 
るものを考える *中特a 
市販されているライフライ ンの代 
用品を知る *中特a 高2家c 
家庭でできる備え(家具の配置や 
固定、 非常時持ち出し袋、 備蓄な 
ど) を考える 
中家c 
中家d 高2家c 
家族や身近な人と具体的な避難方 
法、 避難経路などを話し合う 中家b 高2家a 
家庭でできる備え(非常時持ち出 
し袋、備蓄など) を行う *高特a 
5段階 ライフラインの代用品を作成する *高特a 
家庭でできる備え(家具の配置や 
固定など) を行う 高家c l 
段階 (知的障害) : 1 段階~ 3 段階= 1 ~ 3
領域 : 人間関係= 人、 健康= 健、 健康 (避難訓練) =避、
言葉= 言
教科 : 特別活動=特、特別活動 (避難訓練) =避、生活=
生、社会= 社、理科= 理、技術 ・ 家庭=家、職業 ・
家庭= 家、 体育= 体、 保健体育= 保
通し番号: a~ g
※指導内容と指導内容(知的障害) で共通の内容に関して
は、「* 」 を記している。
4 . 考察
各一覧の内容を対応させることによって、 発達段階と
教育課程との整合性を図るガイ ドライ ンとなる可能性が
見出された。 しかし、 行動要素と指導内容の対応におい
て、 行動要素の5 段階区分と指導内容の対象年齢 ・ 学年
に、 一部歯解が生じた。 原因を明らかにして、 解消を図
る必要がある。 
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Table 6-6 防災に関する項目別行動要素一 覧 Table 6-7 防災に関する項目別行動要素一覧
災害への対応に関する区分
F 情報の収集 ・ 活用 指導内容 指導内容 (知的障害) 
1段階 
2段階 テレビやラジオの災害情報を聞く 小5理b 
3段階 地震の後には、 テレビやラジオの 
放送、 防災放送に気を付ける 小4社b 
携帯ラジオの使用方法を知り、 実 
際に使用する (特活等) 
防災放送の音声がどこから聞こえ 
てく るのか把握し、 聞こえる範囲 
を確認する 
(総合等) 
携帯電話やパソコンの使用に慣れ 
る (総合等) 
4段階 テレビやラジオで災害情報を聞 
き、 内容を把握する 小5理b 
インターネッ トで災害情報を聞 
き、内容を把握する 中社e 
災害に関して、 イ ンターネ ッ トで 
の情報検索を行う 中社e 
防災関連アプリケーションや災害 
情報提供サービスなどを利用する 中社e 
SNSについて学び、 災害発生時を 
含む緊急時の安否確認方法と して 
の可能性について考える 
中社e 
地域や行政の支援体制を確認する 
中社a 
中社b 
高家a 
中2社b 
高2社d 
視覚障害者団体等の福祉団体を知 
り、 利用する 
*中特d 
*高特f 
中2社b 
高2社d 
5段階 医療機関や福祉サービス事業者に 
緊急時の対応について相談する *高特a 
地域の視覚障害者団体や社会福祉 
協議会等の福祉団体を利用し、 要 
援護者名簿に登録する( ※登録方 
法は地域による) 
高家a 
行政によるメール配信サービス等 
を知り、 必要に応じて登録する 中社e 
使いやすい防災関連アプリケー
ションや災害情報提供サービスを 
見付け、 情報の引き出しを決める 
中社e 
地域や行政の組織と共に、 必要な 
体制づく りを日指した主体的な行 
動をと る 
高家b 
V . まとめ
1 . 「行動要素一覧」 による体系の整理
防災に関する行動要素を類似する内容ごとに分類し、
項目名を付与することによって、各行動要素の目的を明
確にして示した。 しかし、 全156の行動要素中、 発達区
分 1 段階に該当する行動要素は5 と非常に少ない。 今後
は、各校の取り組みから見識を得て行動要素を再検討し、
改めて体系を整理していく必要がある。
2 . 「指導内容一覧」 における防災教育の系統性
「指導内容一覧」 の作成によって、防災に関する指導
内容は、 複数の教科において取り扱いがあるものの、 配
当されている学年は教科によって異なっていることが明
らかとなった。 学習指導要領において、 各教科に関して
は系統性に基づいた単元構成がなされている。 一方、 複
数の教科による指導内容を内包している防災教育には総
発災後の生活に関する区分
G 援助依頼 ・ 避難後の生活 指導内容 指導内容 (知的障害) 
1段階 
2段階 
3段階 避難所の役割や機能を知る 中社a 中社b 小3生e 
4段階 近く の人に依頼し、 文宇情報や状 
況を教えてもらう *高特e 
エコノ ミークラス症候群に注意す 
る必要を知る *中特b 
高1保c 
高2保c 
高2理a 
避難所におけるストレスを知る *中特b 高1保c 高2保c 
避難所におけるストレスの対処法 
を考える 
*高特b 
*高特d 高2保c 
避難所での感染症の予防について 
考える 
*高特b 
*高特d 高2保c 
避難所で想定される困難やその対 
応について考える *高特b, *高特d 
災害時に支援が必要であること を 
理解し、 必要な支援を想定する *高特b, *高特d 
自宅避難の際に起こ リ得る状況を 
想定し、 対応を考える *高特b, *高特d 
避難所での移動や支援物資の受け 
取りなど必要な援助を依頼する *高特e 
避難所での貼り紙情報などを適宜 
読み上げてもらえるよう依頼する *高特e 
2次避難所 ( 福祉避難所) の存在を 
知り、利用を考える *中特a 
仮設住宅や借り上げ住宅の制度を 
知る *中特a 
5段階 仮設住宅や借り上げ住宅における 
課題を考える *高特o 
災害時に支援が必要であること を 
理解してもらい、 必要な支援を依 
頼できるよう、 周囲に働きかける 
*高特c l 高2社a 
自治会や視覚障害者団体等のネッ
トワークを活用し、 自宅避難時に 
も援助物資を手に入れる方法を知 
る 
*高特o 
合性があり、 各教科の指導内容だけでは系統性について
捉えることはできない。 防災教育そのものの系統性と、
体系的に行う必要がある学校教育での防災教育には、歯ll 
船が生じる可能性がある。 このことが学校における防災
教育の発展を妨げる一 因であると考えられる。 
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